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2015 〜 2016 年度

第1812回例会記録　平成28年5月24日（火）  41/46回

＜点鐘＞� 鴨志田会長
＜ソング＞　それでこそロータリー
＜お客様ご紹介＞　� 鴨志田会長
日本映画大学学長　佐藤　忠男様

＜会長報告＞　� 鴨志田会長
1.��ローターアクト主催「第46回地区研修・協議会」
開催の案内
　6/19（日）�12：30登録受付開始�13：00点鐘
　横浜市開港記念会館
2.�麻生防犯協会より通常総会と懇親会の開催について
　6/9（木）16：00〜�麻生警察署�4F
　終了後懇親会（手打ちうどん笹子）
3.��麻生観光協会より麻生観光ガイドブック・総会開
催について
　6/24（金）15：30〜�麻生市民館�大会議室
　終了後懇親会（レストランあさお）

＜幹事報告＞　� 赤本幹事
＊IMでの川崎西RC三間梯司様による卓話文送付の件
　各テーブルに資料がありますのでご覧下さい。
＊�第3グループ現・次期ガバナー補佐、事務局連絡
会開催の案内　6/16（木）18：00〜�ホテルKSP
＊神奈川RCより卓話の案内
　5/23（月）12：30点鐘�
　場所：ホテルキャメロットジャパン4Ｆ
　卓話者：�第2600地 区2013〜14年 度 ガ バ ナ ー・�

照光寺住職　宮坂宥洪�様
　テーマ：日本人の職業観
＊近隣クラブ例会変更

　川崎北RC　横浜あざみRC
＊会報着　新川崎RC

＜ニコニコ委員会＞� 安藤志子委員
　鴨志田会長→「日本映画大学学長佐藤忠男様、卓
話よろしくお願いいたします」。赤本幹事→「連日の
真夏日に体調を崩しませんようお気を付けくださ
い」。大矢会員→「先日の歌舞伎座、鴨志田会長、中
島健児さん、ご苦労様でした」。以下、感謝をこめ
てニコニコへ。阿久澤会員、安藤美恵子会員、安藤
亨会員、福家会員、畠山会員、井上久会員、井上勇
会員、金子会員、勝田会員、北島会員、小林会員、
小島会員、小塚会員、中島健児会員、中島眞一会員、
中村会員、親松会員、尾崎会員、坂井会員、嶋会員、
菅会員、鈴木文夫会員、寺川会員、渡邊会員、結城
会員、安藤志子会員。

＜出席委員会＞� 安藤志子委員

＜ニコニコ・財団・米山委員会＞

※諸事情により、スケジュールは変更になる場合があります。

第1814回  6 月 7 日 本年度を省みて　会長エレクト、クラブ奉仕、職業奉仕委員会の各委員長

第1815回  6 月14日 本年度を省みて　社会奉仕、青少年奉仕、国際奉仕委員会の各委員長

第1816回  6 月21日 本年度を省みて　会長 

川崎百合丘ロータリークラブ ホームページ　
http://www.kawasaki-yurigaoka-rc.jp/

例 会 日 毎週火曜日  12：30〜13：30　　　
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会員 出席 欠席 メーク

第1812回� 42� 30� 12� � 71.43%
第1811回� 42� 42� 0� � 100%

出席率

今回

ニコニコ
財団
ベネファクター
米山

� 29件� 29,000円� 1,145件� 1,301,612円
� 0件� 0円� 16件� 230,000円
� 0件� 0円� 1件� 120,000�円
� 2件� 20,000円� 34件� 480,000円

累計



＜米山奨学委員会＞　� 嶋委員長
　安藤亨会員→「妻の誕生祝いありがとうございま
す。これで1年家内安全です」。井上勇会員からも頂
きました。

＜卓話者紹介＞� 寺川会員
　佐藤先生には日本映画大学の校舎がまだ横浜にあ
る時代から教鞭をとって頂き、主に映画史を担当し
て頂いております。現在は日本映画大学の学長でも
ありますが本来は映画評論家です。「日本映画史」「世
界映画史」という著作物に代表されるような本をたく
さん出版されております。アジア映画を昔から日本
に紹介しアジアの映画人からは「アジア映画の父」と
呼ばれています。原節子さんや高倉健さんが亡くな
ると必ず佐藤先生に新聞社やテレビ局から連絡があ
り、その女優さんや俳優さんのひととなりについて
インタビューを受けております。日本映画について
も非常に造詣の深い方です。今日は映画についてど
のようなお話が聞けるのか楽しみにしております。

＜招聘卓話＞� 日本映画大学学長　佐藤忠男様
　日本映画大学は数年前まで日本映画学校という専
門学校でした。専門学校時代から考えますと日本映
画界の何割かは我が校の卒業生です。監督で言うと
三池崇史、李相日。今年卒業した生徒ですが、学生時
代に実習先で監督をやることとなり1本映画を作り、
それが評価され世界の十何カ所かの映画祭に招待さ
れるという快挙を成し遂げた者もおります。監督だ
けではなく録音、編集などの技術者の養成もしてい
るのでそれらの人数も含めると日本映画界の中でか
なりの割合を占めるのではないかと思われます。
　今世界で映画は2極化しています。1つはメジャー
と言われるもの、いわゆるハリウッド映画。日本で
は東宝のみが唯一メジャーに入るのではないかと思
われます。かなりの予算を掛けて作られ収益を上げ
ることを目的としている映画です。日本国内では松
竹と東映が頑張っています。もう1つはインディペ
ンデントと呼ばれる小さなプロダクションで作られ
る映画です。昔は最大のメジャーであるハリウッド
映画はよかったのですが、今はいいとは言えない気
がします。派手な話題になる映画が少なく映画はダ
メなのではないかとも言われますが、インディペン
デントの映画は頑張っております。世界中あらゆる
ところからインディペンデントの映画は現れ、昔と
違って世界全体を知ることができるのは映画です。
映画を見ていると世界全体の様子が見えてくる。今
私は地元の仕事の1つとして川崎市アートセンター
で作品選定の責任者を任されております。職員が優
秀で、素晴らしい映画を選んでくれるのでお任せし

ておりますが。川崎市アートセンターは市の施設な
ので一般の事業家を動かしてはならない。これが大
原則です。シネコンではメジャー映画を上映し、ア
ートセンターではインディペンデントの映画を上映
しています。
　今月アートセンターで上映している映画で「最高
の花婿」という映画があります。フランス映画で4人
の娘がそれぞれ様々な人種、宗教のお婿さん候補を
連れてきます。フランス人の心の中に人種差別の心
がないとは言えない。表面ではそのようなことはあ
りませんと言っていても心の奥底にある差別意識な
ど微妙な心を描くコメディです。最近フランスでは
最もヒットした作品です。差別は表面には出てこな
いけれど微妙な形で存在するということがテーマに
なった映画です。このようなことは他のメディアで
は伝わってこないけれど映画を見るとよくわかりま
す。地味だけれどいい映画。これがアートセンター
で上映される映画です。
　「オマールの壁」はパレスチナが舞台の映画です。
パレスチナとユダヤ人との間には壁がある。その壁
を行き来しながらテロなど行う青年の話です。
　「光の墓」はタイの映画です。最近タイの映画は注
目されており、カンヌの最高賞を受賞した監督の作品
です。あまり画面の変わらない映画でちょっとわか
りにくいです。昔はこういう映画は世界芸術の前衛
であるフランス、ドイツでしか作られませんでした。
今やそういう前衛映画の最先端を行くのはタイです。
世界全体の議論の中心となるような大きなテーマで
はないけれど、脈々と動いている情勢や人々につい
て一生懸命表現しようとする人々がいて、お金もう
けのためではなく本当に世の中に訴えたいことがあ
り作られている映画。そういう映画が色々なツール
を辿ってアートセンターに集まってきます。地味な
話題だけれどこれが世界の最先端の問題なんだとい
う、微妙なポイントについて扱っている映画が多い
です。アートセンターのお客さんは常連が多く、上
映作品を見ることによってひしひしと知的問題点を
感じていると思います。真面目で地味な映画のみの

上映で1日200人ほど
のお客さんが来てく
れます。住民の方々
の文化的レベルの高
さの反映だと思いま
す。日本の文化の1
つの模範を川崎市は
示しています。文化
の街川崎と市がアピ
ールした時半信半疑
だったのですが今は
信じます。

本日のプログラム


